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はじめに 
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 従来型の「見る」観光から、「体験する」「学ぶ」観光への
関心の高まりなど、旅行者のニーズが多様化する中、本県が
有する、美しい自然、伝統文化、食、モノなど、全国に誇れ
る資源を最大限活用し、岐阜県でしか味わうことができない
「高品質」かつ「本物」の魅力を満喫し心身ともに癒される
新たな旅のスタイルの創出が求められている。 

 

 岐阜県では平成１９年に「みんなでつくろう観光王国飛騨・
美濃条例」を制定し、翌年から官民連携により本県の観光振
興さらには観光産業の基幹産業化に向けた取組を本格的に進
めてきた。 

 

 本レポートでは、本県の観光の実態を振り返るとともに、今
後必要な政策の方向性について考える。 



本レポートの構成 
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• 第１章 岐阜県における観光の概況 
 

• 第２章 日本人旅行者の状況 
 

• 第３章 外国人旅行者の状況 
 

• 第４章 これまでの県の取り組みと成果 
 

• 第５章 政策提案 

 

 

 



第１章 岐阜県における観光の概況 
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観光入込客の定義 
 平成２３年からは観光庁が策定した「観光入込客統計に関する

共通基準」に基づき推計。それ以前との比較はできない。 
 

 調査対象となる観光地点は、「非日常利用が多いと判断され」、
「前年の入込客が年間１万人以上、若しくは前年の特定月の入
込客が５千人以上」ある地点。 

 

 イベント・行催事は観光入込客に「含まない」。 

自然 山岳、高原、湖沼、河川、海岸、海中、島 など 

歴史・文化 史跡、城、神社・仏閣、庭園、歴史的まち並み、旧街道、博物館、美術館、
記念・資料館、動・植物園、水族館、産業観光、歴史的建造物 など 

温泉・健康 温泉地 など 

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘ
ｴｰｼｮﾝ 

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設、ｽｷｰ場、ｷｬﾝﾌﾟ場、釣り場、海水浴場、ﾏﾘｰﾅ･ﾖｯ
ﾄﾊｰﾊﾞｰ、公園、ﾚｼﾞｬｰﾗﾝﾄﾞ・遊園地、ﾃｰﾏﾊﾟｰｸ など 

都市型観光 商業施設、地区・商店街、食・ｸﾞﾙﾒ など 

道の駅等 他に分類されない観光地点（道の駅、ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｴﾘｱ等） 

＜観光地点の分類＞ 
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資料：県観光課「岐阜県観光レクリエーション動態調査」、「平成23年岐阜県観光入込客統計調査」

H23年の観光入込客数はおよそ3千６百万人。 
１０年間（H12～H22年）で約1千万人増加 

H23年から集計方法を変更したため、
それ以前の結果とは比較できない。 
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県内「集客数トップ３０」観光地点（延べ人数） 
順位 観光地点 市町村 入込客数 

１ 土岐ﾌﾟﾚﾐｱﾑｱｳﾄﾚｯﾄ 土岐市 5,315,000人 

２ 河川環境楽園 各務原市 3,693,030人 

３ 高山地域 高山市 2,247,000人 

４ 千代保稲荷神社 海津市 1,978,035人 

５ 伊奈波神社 岐阜市 1,520,000人 

６ 千本松原・国営木曽三川
公園 

海津市 1,507,131人 

７ 世界ｲﾍﾞﾝﾄ村ぎふ 岐阜市 1,378,158人 

８ 下呂温泉 下呂市 1,171,376人 

９ 白川郷合掌造り 白川村 1,166,708人 

１０ 岐阜公園 岐阜市 820,710人 

１１ 谷汲山華厳寺 揖斐川町 761,240人 

１２ 道の駅「志野・織部」 土岐市 692,095人 

１３ 道の駅「そばの郷らっせぃ
みさと」 

恵那市 669,059人 

１４ 奥飛騨温泉郷 高山市 640,262人 

１５ 湯の華アイランド 可児市 606,734人 

順位 観光地点 市町村 入込客数 

１６ 道の駅「クレール平田」 海津市 604,224人 

１７ 道の駅「みのにわか茶屋」 美濃市 603,692人 

１８ 道の駅「おばあちゃん市・
山岡」 

恵那市 586,640人 

１９ 馬籠宿 中津川市 523,508人 

２０ 道の駅「月見の里南濃」 海津市 519,824人 

２１ 岐阜ファミリーパーク 岐阜市 494,691人 

２２ とれったひろば 可児市 486,896人 

２３ 恵那峡 恵那市 479,101人 

２４ 海津温泉 海津市 467,385人 

２５ 養老公園 養老町 462,363人 

２６ アクア・トト ぎふ 各務原市 414,771人 

２７ 長良公園 岐阜市 402,820人 

２８ セラミックパークＭＩＮＯ 多治見市 402,630人 

２９ 道の駅「白鳥」 郡上市 397,241人 

３０ 新穂高ロープウェイ 高山市 390,273人 

7 資料： 平成２３年岐阜県観光入込客統計調査 



県内各圏域別「集客数トップ５」観光地点（延べ人数） 

圏域 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

岐阜 河川環境楽園 
（各務原市） 
 
３，６９３，０３０人 

伊奈波神社 
（岐阜市） 
 

１，５２０，０００人 

世界イベント村ぎふ 
（岐阜市） 
 

１，３７８，１５８人 

岐阜公園 
（岐阜市） 
 

８２０，７１０人 

岐阜ファミリー
パーク（岐阜市） 
 

３２１，８８６人 

西濃 千代保稲荷神社 
（海津市） 
 
１，９７８，０３５人 

千本松原・木曽三
川公園 （海津市） 
 

１，５０７，１３１人 

谷汲山華厳寺 
（揖斐川町） 
 

７６１，２４０人 

道の駅「クレール平
田」 （海津市） 
 

６０４，２２４人 

道の駅「月見の里
南濃」（海津市） 
 

５１９，８２４人 

中濃 湯の華アイランド 
（可児市） 
 

６０６，７３４人 

道の駅「美濃にわ
か茶屋」 （美濃市） 
 

６０３，６９２人 

とれった広場 
（可児市） 
 

４８６，８９６人 

道の駅「白鳥」 
（郡上市） 
 

３９７，２４１人 

日本昭和村 
（美濃加茂市） 
 

３８８，１６６人 

東濃 土岐プレミアムアウ
トレット（土岐市） 
 

５，３１５，０００人 

道の駅「志野・織
部」 （土岐市） 
 

６９２，０９５人 

道の駅「そばの郷らっ
せいみさと」 （恵那市）  
 

６６９，０５９人 

道の駅「おばあちゃん
市・山岡」 （恵那市）  
 

５８６，６４０人 

馬籠宿 
（中津川市） 
 

５２３，５０８人 

飛騨 高山地域 
（高山市） 
 
２，２４７，０００人 

下呂温泉  
（下呂市） 
 

１，１７１，３７６人 

白川郷合掌造り集
落 （白川村） 
 

１，１６６，７０８人 

奥飛騨温泉郷 
（高山市） 
 

６４０，２６２人 

新穂高ロープウェ
イ （高山市） 
 

３９０，２７３人 

8 資料： 平成２３年岐阜県観光入込客統計調査 
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県民１人あたりの観光入込客数は全国上位クラス 

人口あたりの観光入込客数は 
１７．３人で全国４位 

y = 11.49x + 1278
R² = 0.8858

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000

観光入込客数と総人口の関係（東京除く）

観

光

入

込

客

数

（

千

人

）

総 人 口 （ 千 人 ）

資料：観光庁「共通基準による観光入込客統計」、総務省統計局「人口推計」

岐阜県

人口規模が大きいほど、 
観光入込客も多い傾向 
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岐阜県への観光入込客（推計実人数）の内訳 
（Ｈ２３年） 
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資料：県観光課「岐阜県観光レクリエーション動態調査」 

万人 

年 
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11 資料：県観光課「平成２３年観光入込客統計調査」 

東濃、飛騨は団体旅行
の割合が他より高め 
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飛騨圏域は観光入込客数は少ないが 
宿泊客が多いため、観光消貹額は最高 
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各圏域別 観光客数（Ｈ２３） 圏域別 観光消費額（Ｈ２３） 
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Ｈ２３年は 
集計方法変更のため 

単純比較できない 

資料：県観光課「平成２３年観光入込客統計調査」 
資料：県観光課「平成２３年観光入込客統計調査」 
    「岐阜県観光レクリエーション動態調査」 
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日帰り客よりも宿泊客の方が 
飲食や土産購入等、滞在場所で多くお金を使う傾向 
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「土産・買物代」は約２．１倍と大きな差 



第２章 日本人旅行者の状況 
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16 東海４県の人に、繰り返し訪問してもらう方策が必要 
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  ここで言う「リピーター」とは、これまで２回以上同一エリアに来訪し、直近の 
  来訪からの経過年数が５年以内の人をいう。 
資料：「じゃらんリピーター追跡調査レポート」 2012 
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年齢別県内観光客の割合

６０歳以上

５０歳代

４０歳代

３０歳代

県内旅行者の３割超を６０歳以上が占める。 
人口減少下でも旅行消貹に前向きなシニア層は増加 

２０歳代 
資料：県観光課「岐阜県観光レクリエーション動態調査」、     

    「平成２３年観光入込客統計調査」 
 

資料：総務省「Ｈ２３家計消費状況調査」 
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国内パック旅行費と 
宿泊費の合計支出額は 
６０歳代以上で高い 
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また、年代が上がるにつれ、 
周遊観光や温泉を楽しむ人が増加する傾向も見られる 

18 旅行消貹に前向きなシニア層を呼び込む方策が必要 

資料（財）日本交通公社「旅行者動向２０１１」 
 

家族旅行、夫婦旅行ともに
年代が上がるにつれ「周遊
観光」が大幅増。 
「温泉」も増加 



旅行の情報収集・申込みにあたり 
インターネットを活用するシニア層も多い 

19 

％ 

資料：ＪＴＢ「シニア世代の生活や旅行に関する意識調査」 ２０１２年２月 
 ※首都圏（東京、神奈川、埼玉、千葉）、愛知県、京阪神（京都、大阪、兵庫） 
  在住の１６００人を対象とするオンライン調査 
 

資料：（社）日本旅行業協会「旅行業経営分析」 ２０１１年 
 

資料（財）日本交通公社「旅行者動向２０１１」 
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自家用車 

77.4% 

バス 

11.2% 

鉄道 

7.0% 

その他 

4.4% 

資料：県観光課 
    「平成２３年観光入込客統計調査」 
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観光客の約８割は自家用車を利用。東海４県から車で来る
ケースが多く、交通網の整備は今後の強みとなる 

交通機関別観光入込客数（Ｈ２３年） 

高速道路等 

高速道路等 
（整備予定） 

主要鉄道 
（整備予定） 

主要鉄道（新幹線等） 

リニア中央新幹線 
（整備予定） 

北陸新幹線開業（H26年度予定） 
↓ 

「東京」～「飛騨高山」の移動時間 
4時間10分 → 3時間40分に短縮 

リニア中央新幹線開業 
（H39年予定） 

↓ 
「東京」～「東濃エリア」の移動時間 
２時間３０分 → 最短30分に短縮 

新東名高速道路 
浜松いなさJCT～豊田東JCT開通 
（H26年予定） 

↓ 

既存高速道路等の渋滞緩和に伴い移
動時間の短縮などが図られる 

東海環状自動車道 
（H17年東回り区間開通） 
西回り区間もH32年度に開通予定 

東海北陸自動車道道路 
（H20年全線開通） 

白鳥ＩＣ～飛騨清見ＩＣの
片側２車線化工事決定 
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資料：県観光課「平成23年観光入込客統計調査」

飛騨圏域はもともとバスや鉄道の利用割合が高く、 
北陸新幹線開通による効果も大いに期待される 

21 

各圏域別観光客（利用交通機関別）の状況（H23） 

飛騨圏域は鉄道・バスの利用が半数以上と、 
他より高い。東濃圏域もバスの利用が高め。 
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半面、交通ネットワークの整備は、日帰りを増加 
させるものの、宿泊は伸びない傾向が見られる 

資料：青森県「青森県観光統計概要」から作成 
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新幹線開業前後の八戸市観光客数推移

日帰

宿泊

• 交通機関の充実で、時間がかからず
に行けるようになることで、日帰り客
が増え、宿泊客が減る地域が多い 

• 高速道路や新幹線駅が近くにできる
と、はるばる田舎に来たという風情
が感じられなくなり、旅情がそがれて
しまう。 

• 一度くらいは行ってみたい、と思って
いた客層が、キャンペーンで価格の
安い間に集中して来てしまうが、そ
ういう層はその後は決してリピータ
ーにならない。 

• 旅行者、特に宿泊客を呼び込めるか
どうかは、魅力ある観光地づくりが
できるかどうかである。 

＜日本総研主席研究員 藻谷浩介氏の見解＞ 
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旧高山市でも、東海北陸道開通以降 
入込客数が増加した半面、宿泊客数は減少している 

宿泊客数 入込客数 

資料：県観光課 調べ 
 

資料：県観光課 調べ 
 



宿泊旅行の目的として、 
地域の食や温泉、旅館、買物を挙げる宿泊客が多い 
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自家用車利用の観光客が訪れる魅力スポットの強化など、
県内での消貹意欲と宿泊需要をふくらませる仕掛けが必要 
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スキー・スノボ、マリンスポーツ

その他スポーツ

各種体験（手作り、果物狩り）

その他

（％）

宿泊旅行の目的（複数回答可）

資料：じゃらんリサーチセンター「じゃらん宿泊旅行調査2012年」



人口減少社会の影響を受け、 
国内旅行需要全体の縮小が懸念される 
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日本の総人口の推移と将来の見通し

資料：総務省統計局「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「将来推計人口」 （年）

実績値 推計値

＜2060年＞

86,737千人

資料：総務省統計局「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「将来推計人口」 （年）
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＜2060年＞

86,737千人

＜2010年＞

128,057千人
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83,200千人

年齢別構成

0-14：35.4%
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15-64：63.8%
65－：23.0%

年齢別構成

0-14：9.1%

15-64：50.9%
65－：39.9%
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また、労働者収入は減少傾向。 
可処分所得の使い道にはシビアになっていると推察 

26 資料：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」から算出 

労働者の年収の推移（全国） 

どの年代も 
収入は減っている 

男性 女性 

20歳～30歳代で 
収入が伸びず 



１位 ２位 ３位 

未婚男女 仕事などで休暇
が取れない 

一緒に行く人が
いない 

何となく時間が
過ぎた 

子
育
て
期 

男性 家計の制約が 
ある 

仕事などで休暇
が取れない 

将来に備え支出
を控えるため 

女性 何となく時間が
過ぎた 

混雑する時期に
旅行したくない 

家計の制約があ
る 

子
育
て
後 

男性 ペットがいる 混雑する時期に
旅行したくない 

何となく時間が
過ぎた 

女性 介護を必要と 
する家族がいる 

家計の制約が
ある 

何となく時間が
過ぎた 

実際に、旅行をためらう原因として 
経済的要因を挙げる人は多い 

旅行をしなかった理由（性別・ライフステージ別） 
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子どもが生まれる年代以降は、経済的要素
を考慮して旅行を控える人が多い。 

一方で「何となく」という理由も多い。 

資料：（財）日本交通公社「旅行者動向２０１１」 
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旅行をしなかった理由(2011・全国)
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資料：総務省統計局「家計消費状況調査」

日本人旅行者のおよそ３／４は個人旅行者 
世帯のパック旅行支出が減少する一方、宿泊貹は横ばい 
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国内パック旅行費は
H19～H24の間で、 
２割強減少 

団体 

パック 
12.0% 

フリー 

プラン 
12.6% 

利用せず 
75.4% 

パッケージツアー利用の有無（２０１１） 

資料：（財）日本交通公社「旅行者動向２０１１」 

宿泊費は概ね横ばい
で推移 



• 岐阜県への観光客は３／４が東海４県から来県。全体の９割は日帰り客で
家族旅行、２～３人の尐人数旅行が主流。 

• 県内旅行者の３割超を、旅行需要が旺盛な６０歳以上が占める。 

• 旅行商品のネット販売比率は高まっており、インターネットを利用して旅行
申込をするシニア層も多い。 

• 旅行者の８割が車を利用しており、交通ネットワークの整備は今後の強みと
なり得るが、日帰り客の７倍のお金を使う宿泊客は伸びない傾向。 

• 人口減尐社会の到来や、労働者の年収減など、観光消費の増加に向け直
面する課題も。 

• 日本人旅行者の３／４は個人旅行者であり、当面その傾向は変わらない。 

ここまでのまとめ 
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•東海４県在住者に繰り返し訪問してもらう方策 
•旅行消費に前向きなシニア層を呼び込む方策 
•車を利用する人が立ち寄れる、魅力スポットの強化 
•県内での消費意欲と宿泊需要を拡大する仕掛けづくり 

今後 
求められること 



第３章 外国人旅行者の状況 
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資料：県観光課「岐阜県観光レクリエーション動態調査」、「平成23年岐阜県観光入込客統計調査」

Ｈ２３年の外国人宿泊客数はおよそ１３万４千人。 
１０年間（H12～H22年）で約５倍に拡大 

H23年から集計方法を変更

したため、それ以前の結果
とは比較できない。 
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（人）

本県の外国人延べ宿泊客数は全国１８位 
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中部９県では、 
愛知、静岡、長野に次いで第４位 
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台湾・中国からの宿泊観光客が約半数。 
この傾向に、近年大きな変化は見られない 
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外国人観光客においても、個人旅行が主流だが、 
日本人と異なり、比較的若い人が訪れている 

25.1 

11.7 

15.5 

28.7 

30.1 

39.3 

41.6 

6.1 

6.6 

74.9 

88.3 

84.5 

71.3 

69.9 

60.7 

58.4 

93.9 

93.4 

0 20 40 60 80 100 

全体

マレーシア

シンガポール

香港

タイ

台湾

中国

米国

フランス

団体旅行 個人旅行

国別 観光客の旅行形態（平成２３年）

資料：観光庁「外国人消費動向調査」

（％）
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中国・台湾からの約４割、 
香港・タイからの約３割は団体旅行 

3.2 

3.3 

5.8 

6.5 

20.3 

20.3 

25.2 

25.2 

21.7 

20.8 

14.8 

14.0 

6.5 

6.8 

2.6 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2011年

2006年

出典：法務省「出入国管理統計」

年齢別の観光客数 

２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 
６０歳代

～ 
～ 

１０歳代 

約６割は２０～４０歳代 

海外の個人旅行者の目に留まる 
ＰＲ方法が効果的 



国名 傾向 

台湾 ・個人ブログの参照が最多 
・旅行会社ＨＰ、パンフレットの参照が多い 

香港 ・様々なＨＰで情報収集されている 

中国 ・日本在住の親族・知人からの情報収集 
 が多い 

タイ ・様々なＨＰで情報収集されている 

シンガポール ・インターネット全般が使われている 
・自国在住の親族・知人から情報をよく得 
 ている 

アメリカ ・日本在住、自国在住の親族・知人からの 
 情報収集が盛ん 
・インターネットも多用されている 

オーストラリア ・宿泊施設ＨＰ、日本在住、自国在住の親 
 族・知人からの情報収集が多い 

来日前の情報は、インターネットやブログのほか、 
親族・知人の口コミから得ている人が多い 

来日前情報収集の国籍別傾向 

資料：観光庁「2012年 訪日外国人消費動向調査」 
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0 200 400 600 800 1,000

ロンリープラネット

ミシュラン

その他旅行ガイドブック

旅行会社パンフレット

日本政府観光局ホームページ

旅行会社ホームページ

宿泊施設ホームページ

宿泊予約サイト

個人のブログ

ＳＮＳ(YouTube,Twitter)

その他インターネット

自国の親族・知人

日本在住の親族・知人

日本政府観光局の案内所

来日前の情報源 件



国名 傾向 

台湾 ・全体と同じ傾向。観光案内所が多め 

香港 ・全体と同じ傾向。観光案内所が多め 

中国 ・インターネットでの情報収集が最多 
・日本在住者の口コミ情報も同じくらい高 
 い 

タイ ・全体と同じ傾向。知人からがやや多め 

シンガポール ・全体と同じ傾向 

アメリカ ・インターネットでの情報収集が最多 
・日本在住者の口コミ情報も同じくらい高 
 い 

オーストラリア ・全体と同じ傾向 

来日中の情報源は、圧倒的にインターネット。 
日本在住者の口コミも重要な位置を占める 

日本滞在中情報源の国籍別傾向 

資料：観光庁「2012年 訪日外国人消費動向調査」 
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日本在住の外国人を通した 
口コミ情報を広める方策が必要 

日本在住者の多い国籍の人は、 
口コミ情報も重要な情報源 

0 200 400 600 800 1,000

空港の観光案内所

観光案内所(空港除く)

宿泊施設

旅行ガイドブック(有料)

フリーペーパー(無料)

インターネット(パソコン)

インターネット(スマートフォン)

日本在住の親族・知人

日本滞在中の情報源

観光案内所や
宿泊施設も
頼られている

件



0 20 40 60

公共交通の利用方法、料金

公共交通乗り場情報の入手

飲食店情報の入手

割引、フリー切符情報の入手

無料公衆無線ＬＡＮ環境

両替・クレジットカード利用

多言語地図、パンフが尐ない

コミュニケーション

地方部

都市部

外国人旅行者が旅行中に困ったこと

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

宿泊施設

交通手段

飲食店

観光施設

現地ツアー

イベント

土産物

買物場所

トイレ

日本滞在中にあると便利だと思った情報

日本滞在中は、交通手段や飲食店、宿泊・観光情報を 
求めており、無線公衆ＬＡＮの環境整備が課題 
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ネットでの情報入手に不可欠な
環境整備が、都市部に比べ遅れ
ている 

資料：観光庁「2012年 訪日外国人消費動向調査」 
         「外国人観光案内所を訪問した外国人旅行者に対する 
         アンケート調査」2011.10 

外国人観光客の声 
「ＷＥＢサービスを充実させるべき。多言語化が必要」 

「いくつかの観光地では、英語の看板や案内が十分でない」
「特に小さな都市では英語サインが非常に尐ない」 

「飲食店では英語メニューがなければ注文できない」 

「外国人に魅力的な「祭り」をもっと宣伝すべき」 

クレジットカード
利用環境にも課題 

※「地方部」：石川県金沢観光情報センター、飛騨高山観光案内所 
  「都市部」：東京観光情報センター、京都駅総合観光案内所、 
         福岡市観光案内所、旅館澤の屋 



資料：観光庁「2012年 訪日外国人消費動向調査」 
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日本滞在中は、日本食・買い物を楽しんだ人が多い 

国名 傾向 

台湾 ・日本食がトップ 
・ショッピング、旅館宿泊が続く 

香港 ・日本食を楽しんだ人が圧倒的に多い 
・ショッピング、繁華街の街歩きが続く 

中国 ・日本食、ショッピング、旅館宿泊が多い 

タイ ・日本食とショッピングが多数 

シンガポール ・日本食を楽しんだ人が圧倒的に多い 
・ショッピング、繁華街の街歩きが続く 

アメリカ ・日本食が多く、繁華街の街歩き、ショッピ 
 ングと続く 
・日本の歴史・文化、生活文化体験の割 
 合が高い 

オーストラリア ・アメリカ人と同じ傾向で、文化体験にはさ 
 らに積極的。 
・美術館・博物館にも多く訪れている 

日本滞在中の体験 国籍別傾向 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

日本食を食べること

旅館に宿泊

温泉入浴

自然・景勝地観光

繁華街の街歩き

ショッピング

美術館・博物館

四季の体感

日本の歴史・伝統文化体験

日本の生活文化体験

ビジネス

日本滞在中にしたこと
件
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資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」

国・地域ごとで嗜好は異なるが、 
概ね菓子類や食料品を多く購入。 
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アジア人は化粧品等を
購入する傾向が高い 



資料：観光庁「2012年 訪日外国人消費動向調査」 40 

次の来日機会に対しては、日本食・買い物のほか、 
温泉入浴や自然観光を楽しみにする人が多数 

国名 傾向 

台湾 ・日本食、自然・景勝地観光に期待 
・ショッピング、温泉も高率 

香港 ・日本食、温泉、ショッピングの順に多い 

中国 ・日本食、ショッピング、自然・景勝地観光、 
 温泉に期待が高い 

タイ ・全般的にどのカテゴリにも高い期待を寄 
 せている 
・特に自然・景勝地観光とウィンタースポー 
 ツへの関心が高い 

シンガポール ・温泉への期待が大変高い 
・次いで日本食、自然・景勝地観光、四季 
 の体感やウィンタースポーツが人気 

アメリカ ・温泉と日本食に期待が集まっている 
・日本の歴史・文化体験にも関心が高め 

オーストラリア ・温泉が圧倒的人気 
・自然・景勝地観光と旅館宿泊への期待も 
 高い 

次回来日時の希望 国籍別傾向 
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日本食を食べること
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温泉入浴
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自然体験・農漁村体験

四季の体感
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日本の生活文化体験

次回来日したら、したいこと
件



海外では今後も人口増の見込み。増えるアジア富裕層
を中心に、海外観光需要の取り込みは重要な課題 
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世界人口の将来推計人口 

（百万人） （％）
2010 2050 増減率

世界 6,896 9,306 34.9
アジア 4,164 5,142 23.5
北アメリカ 542 710 31.0
南アメリカ 393 488 24.2
ヨーロッパ 738 719 -2.6
アフ
リカ 1,022 2,192 114.5
オセアニア 37 55 48.6

出典：国連.World Population Prospects 
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資料：World Wealth Report2011 

注：富裕層とは、主な居住用不動産、収集品、消費財、耐久消費財を除き、１００万米ドル以上の投資可能資産を所有する資産家を指す。



• 外国人宿泊客数は、この１０年間で約５倍に増加し、台湾と中国がおよそ
半数を占める。 

• 外国人においても個人旅行が主流で、比較的若い人が訪問。 

• インターネットを用いた情報収集が主流で、知人等からの口コミ情報も重
要な情報源。 

• 国内でのインターネット環境に困惑する外国人観光客が多い。 

• 日本滞在の楽しみとして、食・買い物・自然や温泉を挙げる人が多い。 

• 海外では今後も人口増の見込み。アジアの富裕層も拡大している。 

ここまでのまとめ 
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•海外の個人旅行者の目に留まる効果的なＰＲ 
•外国人向けに口コミ情報を広める方策 
•県内でのインターネット使用環境の改善など、多言語 
 対応の強化 

今後 
求められること 



第４章 これまでの県の取り組みと成果 
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【政策コンセプト】 
  県の有する様々な地域資源を見つけだし、創り出し、ブラッ
シュアップすることで、新たな観光資源に育て上げ、知っても
らうといった取り組みを子どもから大人まで、県全体（＝様々
な主体が連携して）で進める。 



（１）国内誘客 
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岐阜県の「じまん」とともに県内各地の魅力を発掘 
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１ 地域資源の発掘・磨き上げ 

○全国に通用する観光資源の発掘、認定 
 「岐阜の宝もの」 ５件 「明日の宝もの」 １１件 「じまんの原石」５６件 

○地域が主体となった地域資源の魅力向上に向けた取り組みを支援 
 ・補助金による支援 ：岐阜の魅力ブラッシュアップ支援事業費補助金 
 ・人材派遣による支援：ふるさと応援チーム、まちづくり支援チーム 
 
○雇用創出と地域の魅力づくりを一体的に推進する事業を展開 
 ・ウェルネスツーリズム創出事業、滞在型観光地づくり事業 
 
○地域を支える人材受入体制整備、情報発信の強化 
 ・モデル事業の実施、移住アドバイザーの養成などによる移住定住エリアの構築支援 

県の取り組み 
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発掘した新たな資源をはじめ、 
本県の魅力を様々な手段で、県内外に発信 
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２ 国内におけるプロモーション展開 

○「ぎふウェルネス・ツーリズム」の推進 
 ・森林保全団体との連携による環境配慮型観光商品の造成 
 
○３大都市圏をターゲットとした誘客キャンペーンの展開 
 ・インターネットサイトと連係した宿泊誘導キャンペーンの展開 
 ・ＪＲ東海やＮＥＸCO中日本など民間企業と連係した協働ＰＲキャンペーンの展開 など 
 
○大都市圏における県産品・県産農産物のプロモーションを展開 
 ・県産農産物、県内朝市・直販所をＰＲするイベントの開催 
 ・都内のセレクトショップと連携した県産品テストマーケティング など 
 
 
 
 
 
 
 
○イベント等を活用した誘客促進 
 ・高橋尚子杯ぎふ清流ハーフマラソンなどにおける賑わいの創出 

県の取り組み 



国内での岐阜県の認知度は、少しずつアップしている 
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○岐阜県への宿泊旅行者に占める関東・関西圏の人の割合が上昇 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○岐阜県の認知度、県産品のイメージが向上 
 
 

その他, 13.1 14.4

東京都 4.6

7.417.7
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※首都圏は、東京、埼玉、千葉、神奈川、茨城、栃木、群馬、山梨の１都７県

本県への宿泊旅行者に占める「首都圏」からの旅行者割合

資料：じゃらんリサーチセンター「じゃらん宿泊旅行調査（2011年）」

（％）

その他 11.7
13.7

大阪府, 7.4
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※関西圏は、大阪、京都、兵庫、滋賀、奈良、和歌山の２府３県

本県への宿泊旅行者に占める「関西圏」からの旅行者割合

資料：じゃらんリサーチセンター「じゃらん宿泊旅行調査2011年」

（％）

事項 認知度、イメージアップの状況 出典 

岐阜県の認知度 ２８位(H21)→２４位(H23) ㈱ブランド総合研究所「地域ブランド調査」 

飛騨牛の総合評価 １１位(H21)→６位(H24) 日経リサーチ社「国産ブランド牛調査」 

県の取り組みの成果 



（２）海外誘客 
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 ターゲット市場の明確化 
 ○重 点 市 場：シンガポール、タイ、マレーシアなど『アセアン諸国』及び『中国』 
 ○広域連携市場：台湾、香港、韓国を中心とした『東アジア諸国』 
 

   
 
  
 ○海外現地での取組 
    ・知事のトップセールス等による「岐阜県観光セミナー」の開催（旅行会社、メディア等対象） 
    ・国際旅行見本市への継続的出展、及び段階的拡大（ＮＡＴＡＳ、ＭＡＴＴＡ、ＴＩＴＦ等）   など 

 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 岐阜県ブース（海外旅行見本市）   岐阜県観光セミナー（中国） 
   現地旅行会社のブース  
（岐阜県をターゲットとした装飾） 
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県の取り組み 

アジアを重点に、岐阜県の「観光・食・モノ」を 
一体化したプロモーションを展開。 

県の認知度向上と旅行商品造成・販売支援を戦略的に推進 

◇ 海外市場動向を踏まえた戦略的なプロモーション展開（１） 



   
  
  ○日本国内での取組 

   ・海外メディア・旅行会社等を対象とした招へい事業・モニターツアー等の開催 
    ・民間企業との連携による新たな外国人観光客向け旅行商品の造成 
    ・県内市町村・観光事業者向け「中国観光客誘致戦略セミナー」、及び各国旅行会社等との商談会の開催 など 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 ○国内外に向けた情報発信 

   ・岐阜県フェイスブック（英語版）、同ウェブサイト（中国語版）、同ブログ（英語版、中国語版）、同ツイッター（中国 
     語版）、同ニュースレター（英語版）など、様々なアプローチによる積極的な情報発信の展開 

 海外メディアの招へい事業 
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県の取り組み 

◇ 海外市場動向を踏まえた戦略的なプロモーション展開（２） 



○ シンガポール 
  ・テレビ番組「Yours Truly, Asia」などにおいて、長良川鵜飼や、「小坂の滝めぐり」などを放映 
  ・現地最大手メディア「Straits Times」ほか、大手政府系薬局で販売されている「feeling」、「WAttention」、  
   「Go Japan」、「The Travel Times」等、様々な紙面媒体に、岐阜県の観光紹介記事を掲載  など 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ タイ 
  ・大手テレビ局Channel 3の人気旅番組「Say Hi !」などにおいて、 
   県内各地（下呂温泉、飛騨高山、白川郷、奥飛騨温泉郷、郡上 
   等）を放送 
  ・著名旅行専門フェイスブッカーが、9万人以上のフォロワーに対し 
   て計23回にわたって、岐阜県に関する記事を掲載したほか、週 
   刊誌「Matichon Weekly」（発行部数：25万部）に白川郷のコラムを 
   寄稿 
 
 

「feeling」誌での紹介記事 
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県の取り組みの成果（１） 

ターゲット国の主要メディア（テレビ、雑誌、ＳＮＳなど）が 
本県の観光情報を発信 



○ 中国 
  ・大都市に住む女性をターゲットとした週刊誌の旅行特集号に、白川郷が「雪景色を楽しみたい世界の観光地」の第４ 
   位として、アジアで唯一紹介 
  ・大手ＷＥＢサイト「時尚網」にて、「日本の最も魅惑的な５大温泉」のひとつに、「下呂温泉」が選定 
  ・中国最大手ポータルサイト「新浪公司」が、世界各国とともに、日本の団体として初めて、本県を「新浪微博協力パー 
   トナー賞」として表彰  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
 

「雪景色を楽しみたい世界の１０大観光地」ランキング 

観光地 国名

1位 ラップランド フィンランド

2位 トロワバレースキー場 フランス

3位 アルバータ カナダ

4位 白川郷 日本

5位 ロイカーバート スイス

6位 モンブラン・シャモニー フランス

7位 ウィスラー カナダ

8位 キルナ スウェーデン

9位 インスブルック オーストリア

10位 バーモント州ストウ アメリカ
52 

県の取り組みの成果（２） 

中国の週刊誌に「世界の雪見スポット  トップ１０」として、 
アジアで唯一「白川郷」が掲載されるなど、 

知名度とブランドイメージが向上 



 ○ 日本国内  
  ・大手鉄道会社との共同により造成した、電車を使った飛騨高山を 
      中心としたフリー旅行プランが定番化 
  ・ 高速道路管理会社やトヨタ自動車との連携により造成した旅行商 
       品 「Ｇ－ＰＡＳＳ」が継続的商品化。 
        ※Ｇ－ＰＡＳＳ 
       ＥＴＣカード付きレンタカーの利用により、中部地域の高速道路  
            を大幅な割引料金で、一定期間乗り放題の旅行商品 
 
  

○ シンガポール 
  ・現地の大手旅行会社が、「Ｇ－ＰＡＳＳ」を活用した団体旅行客向けレンタカーツアー商品を造成・販売 
  ・現地の大手旅行会社が、岐阜県のみのコース（飛騨高山・白川郷・下呂・郡上・岐阜）としたツアー商品を造成・販売 
    

○ タイ 
  ・現地の航空会社が、従業員１万５千人を対象に、本県を含む中部地域のツアー商品を造成 
  ・現地の大手旅行会社が、メディアミックスプロモーションにより、本県を含む中部地域のツアー商品を造成・販売 
 

○ マレーシア 
  ・マレーシアに本社を置くアジア最大の格安航空会社「エア･アジア」のグループ会社が、奥飛騨温泉郷・飛騨高山・白 
   川郷・郡上など岐阜県を訪れるパッケージツアー商品を造成・販売 
  ・韓国の航空会社「大韓航空」、及び、現地の大手旅行会社「アップル社」との連携により、韓国経由で本県を訪れる 
   新たなツアーを造成・販売   

中部国際空港 

G-PASS 
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県の取り組みの成果（３） 

国内及び海外の観光関係事業者等との連携により、岐阜県
を巡る新たな旅行商品を造成しツアーを催行 



◆訪日外国人観光客が訪れる都道府県ランキング（都道府県数：４７） 
  ○シンガポール： ３２位（2008）   →  １３位（2010） 
  ○タ             イ:  ２４位（2008）   →  １３位（2010） 
  ○香            港:   ２３位（2008）   →   １２位（2010）  
  ○台      湾： １２位（2008）    →   １２位（2010）  
   ○全     体：   １９位（2008）    →   １６位（2010） 資料：日本政府観光局「訪日外客訪問地調査」 

・外国人観光客数（2008→2010）・・・ １．３０倍（全国：１．０３倍） 
・うちシンガポール2008→2010） ・・・ １０．４１倍（全国：１．０８倍） 
 

54 

県の取り組みの成果（４） 

本県への外国人観光客数は全国平均を上回るペースで増加。
とりわけシンガポールからは２年間で約１０倍に拡大。 
ターゲット国を中心に、岐阜県を訪問先に選ぶ人が増加 
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を基に県観光課 推計



第５章 政策提案 

55 



• 海外の個人旅行者の目に留まる効果的なＰＲ 

• 口コミ情報を広める施策 

これまでに掲げた課題の整理 

【海外１】誘客ＰＲの更なる強化 

【国内１】本県の観光需要の喚起 

• 東海４県からの誘客強化 

• 増加するシニア層の取り込み 

【国内２】県内の実滞在時間の拡大 

• 車を利用する人も魅力を感じる地域づくり 

• 消費意欲と宿泊需要を膨らませる仕掛けづくり 

【海外２】滞在環境の改善 

• 県内インターネット環境の改善 

【キーワード】 
増加するシニア層、 
車の利用が前提、 

地域の食 

【キーワード】 
若者、 

個人旅行、 
ネット環境、 
口コミ 

56 



岐阜県ファンを増やし、語ってもらえる仕組みの創出 
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 「岐阜の宝もの認定プロジェクト」により、地域住民自らが地元の魅力を発掘し、磨き上げ
る取り組みが進んでおり、地元の自慢を観光客にも楽しんでもらうことで地元のやる気にも

繋がり、改めて地域を見直すきっかけにもなっている。  
 ・しかし逆に、地元の人々にとってありふれた日常の光景や生活が、地域外から 
  の観光客にとっては、ユニークで価値ある観光資源になり得ることもある。 

 【提案】 
◆「岐阜の感動物語」への投稿募集を行うことで、地元では気づかない地域の魅 
  力を他地域の人に語ってもらう。 

○ フィンランド 
・十年以上前、フィンランド政府観光局の職員が北のラップ 
 ランドの小さな町を訪ね町の有力者たちに「この町のきれ  
 いなオーロラを紹介して、日本から観光客を誘致しよう。」 
 と相談を持ちかけたが、提案は一笑に付された。 
 「オーロラなんて冬になれば毎晩出る。そんなありふれた 
 ものを見に、何千キロも離れた日本から高いお金と時間 
 をかけて観光客が来るはずがない。」と。 
・今や、毎年何千人もの日本人がオーロラを見るためフィ 
 ンランドを訪れている。（出典：自治体国際化フォーラム） 

○ 長崎県小値賀島 
・観光資源に恵まれない半農半漁の小さな島 
・「学生親善大使プログラム（参加者二万人余り）」の参加 
 者である若者200人が訪れ、島の生活や文化を体験した 
・島民は学生たちを心から歓迎し、プログラム終了後は、 
 彼らを涙で見送った。 
・数ヵ月後、プログラムに参加した全学生のアンケート結果 
 が発表されたが、世界中の訪問先の中で、OJIKAが2位 
 以下を大きく引き離して、世界一素晴らしい訪問地との評 
 価を得た。      （出典：自治体国際化フォーラム） 
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【国内１】本県の観光需要の喚起 

。 



多様なニーズや関心ごとに対応できる観光メニューの紹介 
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 旅行会社が企画するパック旅行の需要は減尐し、個人で計画し旅行するスタイルが進展
している。  
 県内旅行者の8割を占める車利用の人や今後増加が見込まれるシニア層、障がいのあ
る人など、様々な人が岐阜を訪れている。 

 ・そのため、車を利用する人やシニア、障がいのある人など、それぞれ求めるも 
  のが異なり、一人一人が満足することが必要。 

【提案】 
 ◆タイプ別周遊観光ルートの策定 
   ・体力づくり重視ルート、学び重視ルート、癒し重視ルートなど 
 ◆障がいのある人や体力の衰えた人にも感動を提供できるメニューの創出 
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【国内１】本県の観光需要の喚起 【国内２】県内の実滞在時間の拡大 

http://img.travel.rakuten.co.jp/image/tr/hs/adgf/MUYce
http://img.travel.rakuten.co.jp/image/tr/hs/adgf/Pt4xp


観光客を地域全体で受け入れる取り組みの促進 

 宿泊客は日帰り客に比べ、飲食費や土産購入等多くのお金を使う傾向。 
 また、温泉や宿に加え、地元の食や買い物を目的とした宿泊旅行が多い。 

 ・観光客に地域を回ってもらい、地域の食や地場産品の魅力に触れてもらう機  
  会を増やし、食事や土産物の購入を楽しんでもらう必要がある。 

・地域の食事や土産物を楽しんでもら 
 うことで、地域の隠れた魅力の発見に 
 も繋がる。 
・地域全体で観光客を迎える気持ちを 
 醸成する。 
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【提案】 
 ◆観光客を囲い込む従来の宿泊プランだけでなく、素泊まりプランを積極的に 
   提案する。 
   ・地域内飲食店や土産物屋の割引券付き素泊まり宿泊プランの推進 
   ・宿泊施設、飲食店、土産物屋のＨＰへの、相互の情報掲載 

【国内２】県内の実滞在時間の拡大 



国内の外国人向けＰＲ 

60 

 ターゲット市場への効果的なプロモーションにより、県の認知度は向上している。 
また、発信力のある人を国内に招へいすることで、口コミ等も含めて県内情報が広まりつ
つある。 

 ・国内在住の親族や知人は有力な情報源とされていることから、彼らに向けた 
  ＰＲも必要。 
 ・また、既にすぐ近くまで来ている観光客に働きかけ、少し足を延ばしてもらう 
  ことも効果的ではないか。 

【提案】 
◆国内在住の外国人に県のＰＲを行うことで、ネットや親族への口コミが期待。 
  ・現地の知人から旅行情報を求められた際に上手に旅行プランを提案でき 
   るよう、国内在住の外国人向けパック旅行の促進や、外国人目線のパンフ 
   レットの掲示などを行うことで国内在住外国人に対する誘客強化。 
◆有名観光地に滞在中の外国人個人旅行者向けに県のＰＲを行うことで、日程   
  に入れ込んだり、次回の旅行先として検討されることが期待。 
  ・名古屋や京都などの有名観光地のホテルや観光スポットのガイドブックへの 
   広告掲載 
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【海外１】誘客ＰＲの更なる強化 



外国人の滞在環境の改善 
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【提案】  
 ◆外国人が快適にインターネットから情報を得られるよう環境を整える必要が 
   ある。 
   ・フリースポットの整備促進  
   ・外国人向けスマートフォンの貸出 
   ・外国語に対応した観光パンフレット付きＳＩＭカードの販売サービスの促進 

 来日前だけでなく、来日中もインターネットが最も重要な情報源となっており、特に、宿泊
施設、交通手段、飲食店、観光施設の情報が求められている。 

 ・このため、インターネットによる情報発信の強化に向け、通信インフラの整備が 
  必要 

【海外２】滞在環境の改善 



おわりに 
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 人口減少や高齢化の進展、旅行ニーズや目的、情報源の多様化、
国際観光の進展への対応など、県の観光を取り巻く状況は刻一刻
と変化している。 

 

 一方で、観光は「光を観る」と書くように、自然や文化といった
本来地域が持つすぐれたもの（光）を観ることであり、岐阜県に
は魅力を持った光が多数存在する。 

 

 自分たちの周りにある光を認識し、それらに誇りを持てるよう、
まずはゆっくり県内観光に回ってみてはどうだろうか。 



 

 

 

ご静聴ありがとうございました 
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